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アイデアをカタチに! モノづくりインターンシップ　5days

2021年8月

1 5 6

理系学生のみを対象

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

いいえ

いいえ

いいえ 交通費の支給あり　宿泊費の支給あり　その他

一部オンラインで実施

【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンなど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交流】
社員との座談会　【その他】人事や社員による講義・レクチャー

－当社の製品を提供し、世の中をより良い場所にしたい。－
この気持ちを礎に、モルテンは創業以来、動き続けてきました。
モルテンはモノづくりにおいて「誰の課題を解決したいのか」という視点を大切にしています。

≪世の中の課題は何か≫
≪課題解決のためにどんな製品が必要なのか≫
≪どんな技術を使用し、どんな工程を経てカタチにするのか≫
モルテンの技術系新入社員が一年かけて実施しているモノづくり基礎教育の凝縮版を体験します。

世の中の課題を捉え、企画し、アイディアを形にする工程を学びます。
また、大学での授業で聞いた講義が実際に社会でどのように活用されているのかを実感し、後期の大学生活への目標を設定します。

参加期間を通してモルテンの中で実施しているキャリア教育を学生の皆さんにも体験していただきます。「できること（強み）」「やりたいこと」「期待されていること」3つの視点で自分のキャリアを考えます。

※尚、広島県緊急事態宣言が発令されたため「形」にする体験のワークは中止となりました。

【0日目】（オンライン）
・参加者自己紹介（事前課題：プレゼン資料作成）
小中高大と自分の“好きなこと”を紹介し、これまでのキャリアを棚卸します。

【1日目】（対面）
・参加者他人紹介（参加者にインタビューして相手をみんなに紹介します）
・モルテンの事業内容と本プログラム説明
・講義：「開発の流れ」と「モルテンのエンジニアの理念」
・講義：「製品誕生ストーリー～MY FOOTBALL KIT～」
・講義：「モノづくり基礎教育　最終成果発表事例紹介　私の企画した“いす”」
・講義：安全教育
・ワーク：「紙飛行機飛ばし」品質を安定するために必要なこと

【2日目】（対面）
・講義：「スポーツ用品事業　概要説明」
・工場見学
・ワーク「MY FOOTBALL KITを発射できる装置を製作」
①アイディア検討（仕様、コンセプト、アイディアスケッチ）
②材料購入　※中止

【3日目】（対面）
・講義＆ワーク：「自動車部品事業　概要説明、実車勉強会」
・講義＆ワーク：「医療福祉機器事業　概要説明、製品使用体験」
・講義：「マイキャリデザイン」
・若手社員との交流会

【4日目】（各自にてワーク）
・課題作成
「あなたが捉える社会の課題、解決のために作りたい製品」
・発表資料作成
発射装置のコンセプト

【5日目】（オンライン）
・成果発表（7分/人）

・成果フィードバック（書面）

20

社長　部長　主任（チームリーダー）　若手社員

自分たちも経験した「モノづくり基礎教育」の内容も踏まえ、様々な職種の若手エンジニアたちが講義を担当し、会社理解、職種理解
を促進してくれました。

交流会では自身の就職活動や会社選び、または寮の情報など会社の福利厚生など学生の方の質問に答える形を取りました。

経営理念、ブランドを共有するところからしっかりと伝えていきました。
そもそもなぜ企業活動をしているのか、メーカーの使命とはなにか、その製品が誰の問題を解決しているのか、モルテンの強みは何か
等自分たちの生活の中でも社会課題を意識することができるような働きかけをしました。

自分の今後のキャリアの展望も描いていただき、「やりたいこと」を実現するためにはどんな行動が必要なのか、今後の大学生活での
目標を立てるためのグループワーク及びプレゼン発表を行い、目標を明確化しました。
また、モノづくりにおいてどんな視点が必要かを考えてもらい、大学の学習の先にある社会実装をイメージしていただきました。

今後の改善のために参加者の方にアンケートを取得し、次回のプログラムに反映しています。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　社長の講演　インターンシップ参加目的の明確化　学生1人ひとりに対す
る目標設定　人事や社員による講義・レクチャー

7月にマイナビのエントリー者向けに社長講演を実施し、会社のトップからモルテンはこんな会社で、こんな未来を描いているという話
を学生の方にお伝えしました。

個人に対する口頭と書面の両方

10分未満 （2日間以上のプログラムのみ）期間中学生が参加した日は毎回行った

毎日、一日の振り返りを実施し、プログラム内容を振り返り、学んだことを振り返っていただきました。

また、最終日には同じ期間を過ごした参加者同士でお互いの良かったところをフィードバックしあい、自分の強みを認識しました。

また今回の実習の評価項目を設定し、評価表を作成し、個人別にフィードバックしました。

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化

非上場

最終成果発表会を実施し、参加者が学びを振り返り、自信の成長を実感できるよう機会を持ちました。

500～1，000人未満

ゴム・ガラス・セラミックス


